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3 　出願方法
①インターネットにより出願してください（27ページ参照）。ただし、インターネット出願を利用できない場合は紙願書

を郵送しますので、出願書類郵送締切日の 10 日前までに徳島キャンパス教務課入学試験係へ電話またはメール
(nyushi-g@tks.bunri-u.ac.jp) により連絡してください。

②入学検定料：インターネット出願 27,000 円（紙出願は 30,000 円）
　　　　　　　（特待生チャレンジ制度を利用して出願する方は検定料無料）
③出願書類：入学願書・写真票・入学検定料証明書（紙願書の方のみ貼付欄に貼付）・調査書等。一般入試Ⅲ期の出願の

際に調査書が発行されない方、または「 4 　出願資格の補足」（24 ページ）の①〜⑥に該当する方は、活動
報告書を提出してください（詳細は 15 ページの「 5 　その他」③を参照してください）。

4 　選抜方法
（1）大学（音楽学部以外）・短期大学部（音楽科以外）

区分 学　部
時　間　割　・　試　験　科　目

９：30 〜 10：20 10：45 〜 11：35 12：00 〜 12：50

Ⅰ
期
Ａ
日
程

薬　学　部
香川薬学部

「化学基礎・化学」、
「生物基礎・生物」
から 1 科目

「英語コミュニケーションⅠ・
Ⅱ・論理・表現Ⅰ」

「数学Ⅰ・Ａ（図形の性質，場 合
の数と確率）・Ⅱ・Ｂ（数列）・
C（ベクトル）」

人間生活学部
保健福祉学部
総合政策学部
理 工 学 部
文　学　部

「現代の国語・言語文化」
（古文・漢文を除く）、
「数学Ⅰ」
から 1 科目

「世界史探究」、「日本史探究」、
「公共」、「物理基礎」、「化学
基礎」、「生物基礎」、「英語コ
ミュニケーションⅠ・Ⅱ・論
理・表現Ⅰ」、「情報Ⅰ」
から 1 科目 ─

短期大学部
（音楽科以外）

「現代の国語・言語文化」（古文・
漢文を除く）、「数学Ⅰ」、「英語コ
ミュニケーションⅠ・Ⅱ・論理・
表現Ⅰ」から 1 科目

─

Ⅰ
期
Ｂ
日
程

薬　学　部
香川薬学部

「化学基礎・化学」、
「生物基礎・生物」
から 1 科目

「数学Ⅰ・Ａ（図形の性質，場合
の数と確率）・Ⅱ・Ｂ（数列）・C（ベ
クトル）」、「英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ・論理・表現Ⅰ」
から 1 科目

─

人間生活学部
保健福祉学部
総合政策学部
理 工 学 部
文　学　部

「現代の国語・言語文化」
（古文・漢文を除く）、
「数学Ⅰ」から 1 科目

「公共」、「化学基礎」、「生物基
礎」、「英語コミュニケーショ
ンⅠ・論理・表現Ⅰ」
から 1 科目

─

短期大学部
（音楽科以外）

「現代の国語・言語文化」
（古文・漢文を除く） ─ ─

区分 学　部 1時限 2時限

Ⅱ
期
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）・
Ⅲ
期
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）

薬　学　部
香川薬学部

「化学基礎・化学」、
「生物基礎・生物」から 1 科目

「数学Ⅰ・Ａ（図形の性質，場合の数と確率）・
Ⅱ・Ｂ（数列）・C（ベクトル）」、「英語コミュ
ニケーションⅠ・Ⅱ・論理・表現Ⅰ」
から 1 科目

人間生活学部
保健福祉学部
総合政策学部
理 工 学 部
文　学　部

「現代の国語・言語文化」（古文・漢文を除く）

「数学Ⅰ」、
「英語コミュニケーションⅠ・論理・表現Ⅰ」
から 1 科目

短期大学部
（音楽科以外） ─
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（2）音楽学部音楽学科・短期大学部音楽科

5 　その他
①一般入試Ⅰ期 A・B 日程の薬学部、香川薬学部の問題はマークシート方式で出題します。その他の学部は、記述式です。
②一般入試Ⅰ期 A 日程は「学園創立 130 周年記念徳島文理大学特待生制度」、「薬学部・香川薬学部特待生制度」（詳細

33 ページ）及び「特待生チャレンジ制度」の対象入試です（詳細 34 ページ）。
③一般入試Ⅲ期では、試験科目（音楽学部・短期大学部音楽科は「小論文」と「実技」）の得点を 90％に圧縮し、残り

10％を調査書の得点とします。
　高等学校等の調査書が発行されない方、または「 4 　出願資格の補足」（24 ページ）の①〜⑥に該当する方は、本学が

定めた様式の活動報告書（巻末）を提出してください。活動報告書の記述に当たっては、用紙裏面の記述要領をよく読
んでください。また、提出の際は、活動報告書の裏付けとなる資料を添付してください。活動報告書の様式は本学
Web サイトからダウンロードできます。

　　　▼ダウンロードはこちら
　　　本学「受験生応援サイト」（https://jyuken.bunri-u.ac.jp/）→ 入試情報 →
　　　　　　　　　　 入試種別情報 → 一般入試 → ダウンロード 活動報告書（一般入試Ⅲ期のみ）PDF

区分 学　部 学　科
時間割・試験科目

9：30 〜 10：20 10：45 〜
Ⅰ期
Ａ日程
・
Ｂ日程

音 楽 学 部 音 楽 学 科
「小論文」 「実技」※・「個人面接（15 分程度）」

短期大学部 音　楽　科

区分 学　部 学　科 試験科目
Ⅱ期

（CBT試験）
・
Ⅲ期

（CBT試験）

音 楽 学 部 音 楽 学 科 「小論文」※1
　 ・

「実技 ※2（事前提出）」短期大学部 音　楽　科

※任意の 1 曲の作曲者名等は、入学願書に入力してください。

※オープンキャンパス等の体験授業に参加し認定を受けた方は、「実技（コンピュータ・ミュージックの作品提出も含む）」が免除されます。

○「実技」※の試験内容
学部・学科 コース 試　験　内　容

音楽学部
音楽学科

ピアノ 任意の 1 曲※を暗譜で演奏、繰り返しはなしとします。

声楽
任意の 1 曲※を暗譜で演奏、繰り返しはなしとします。
伴奏を必要とする場合は、楽譜を出願時に提出してください。

管弦打楽器
任意の 1 曲※を伴奏なしで演奏、繰り返しはなしとします。
楽器を持参できない場合は、出願時に音楽学部事務室に問い合わせてください。

（TEL　088−602−8050）

音楽療法
任意の 1 曲※を演奏してください（歌を含む）。繰り返しはなしとします。
伴奏を必要とする場合は、楽譜を出願時に提出してください（ただし、声楽以外の実技は伴奏は
ありません）。

音楽クリエイター
＆

アーティスト

下記 1．2．のいずれかを選択してください。
１．任意の楽器（歌を含む）で任意の１曲を演奏。
　　伴奏が必要な場合は、各自で用意してください（PC ソフト使用による伴奏も可）。
　　ピアノ、電子オルガン（ヤマハ ELS-02C）は用意します。
２．音楽制作作品の提出
　　・PC やタブレット端末、シーケンサー等を使用したオリジナルまたはアレンジ作品で、

ジャンルや形態は問いません。
　　・当日は制作に使用した機器を持参して再生するか、MP3 データ（Mac 対応の USB メ

モリーに保存したもの）を提出してください。短期大学部
音楽科

音楽クリエイター
＆

アーティスト

演奏 楽器または声楽で、任意の 1 曲※を繰り返しなしで演奏してください。ピアノ専修、声楽専
修は暗譜で演奏してください。伴奏を必要とする場合は、楽譜を出願時に提出してください（た
だし、声楽（歌唱）以外の実技は伴奏なし）。楽器を持参準備できない場合は、出願時に音楽
学部事務室に問い合わせてください。（TEL　088−602−8050）

音楽療法

総合音楽

※ 1　小論文はキーボード入力です。
※ 2　実技については本学 Web サイトをご確認ください。

本学「受験生応援サイト」
（https://jyuken.bunri-u.ac.jp/）→

　　　　　　 入試情報 → 入試種別情報
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　　調査書の点数化は、次の要領で行います。
　　ア　評価する項目は「全体の学習成績の状況」、「総合的な探究の時間の記録」、「指導上参考となる諸事項」とします。
　　イ　評価の基準は次のとおりとします。
　　　　・「全体の学習成績の状況」を点数化します。
　　　　・「指導上参考となる諸事項」及び「総合的な探究の時間の記録」は次の基準で評価します。
　　　　　ａ　部活動・生徒会活動・ボランティア活動等……個人・団体（グループ）を問わず、取り組んだ期間、志願

者の役割、課題解決のための取り組み状況等を評価します。
　　　　　ｂ　資格・検定……本学が示した水準以上の資格基準（下表）を 1 つ以上取得していることを評価します。
　　　　　ｃ　探究的な学習活動……「総合的な探究の時間の記録」において、各学科のアドミッション・ポリシーに基

づき、評価します。

④第2・第3志望について
・同一学部内、または他学部間で第 3 志望まで志願することができます。
・第 1 志望の学科が不合格だった場合、第2・第3志望の学科の順番で合否判定を行います。合格した学科以降の合

否判定は行いません。結果通知には合格した学科名が記載されます。全ての志望学科で不合格になった場合、第 1 志
望の学科名の入った結果通知を送付します。

・薬学部、香川薬学部、音楽学部、短期大学部音楽科は第 2・第 3 志望制度を利用することができません。
・追加の入学検定料はかかりません。

⑤併願について
・同じ入試区分で大学と短期大学部の併願が可能です。ただし、この場合はそれぞれ出願手続き（願書・入学検定料等）

が必要です。また、試験当日は大学の試験科目を受験してください。大学の第 1 時限の試験科目を短期大学部の解答
として取り扱います。

・合否判定は大学と短期大学部のそれぞれで行います。

■一般入試Ⅱ期・Ⅲ期の CBT 試験に関する詳細は、受験生応援サイトをご確認ください。
　　　本学「受験生応援サイト」（https://jyuken.bunri-u.ac.jp/）→ 入試情報 → 入試種別情報

語学

・文章読解・作成能力検定 3 級
・日本漢字能力検定 準 2 級
・実用英語技能検定 準 2 級
・GTEC 680 点
・TOEIC®（L&R）400 点
・TOEIC Bridge®（L&R）70 点
・TOEFL（IBT）®  33 点
・日商ビジネス英語検定 3 級
・工業英語能力検定試験 4 級
・全商英語検定試験 2 級

コンピュータ・情報系

・情報技術検定 2 級
・CAD 利用技術者 2 級
・CG クリエイター検定 3 級
・基本情報技術者試験 合格
・全商情報処理検定 2 級
・IT パスポート試験合格者

電気・通信・建築

・電気工事士 第 2 種
・電気主任技術者 第 3 種
・電気工事施工管理技士 2 級
・冷凍機械責任者 第 2 種
・アマチュア無線技士 第 3 級

資格基準（全学部・学科共通）

・土木施工管理技士 2 級
・測量士補
・二級建築士
・木造建築士
・インテリアプランナー

経営・経理・財務

・日商簿記検定 3 級
・全商簿記実務検定 2 級
・全商商業経済検定 2 級

販売・服飾

・リテールマーケティング（販売士）検定 3 級
・ファッション販売能力検定 3 級
・ファッションビジネス能力検定 3 級
・家庭科被服製作技術検定 3 級

調理・食物

・家庭料理技能検定 3 級
・家庭科食物調理技術検定 3 級
・調理師

事務・実務

・日商 PC 検定
　（文書作成・データ活用・プレゼン資料作成）
・全商ビジネス文書実務検定 2 級

・日商珠算能力検定 3 級
・ビジネス計算実務検定 2 級
・実用数学技能検定 準 2 級
・計算技術検定 2 級
・数学検定 準 2 級
・レタリング技能検定 2 級
・トレース技能検定 2 級

保育・福祉・医療

・家庭科保育技術検定 3 級
・介護職員初任者研修課程修了者
　（旧ホームヘルパー 2 級）
・准看護師
・介護福祉士受験資格
・レクリエーション・インストラクター資格

その他

・海技士（機関）4 級
・海技士（航海）4 級
・海上特殊無線技士 1 級
・二級ボイラー技士
・乙種第 4 類危険物取扱者
・色彩検定 ® 3 級
・色彩士検定 3 級


